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延岡市

自主防災組織

連絡協議会

事務局

☎22-7105

延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。
１

結成しました

防
災
資
機
材
を
受
領
し
ま
し
た
。

【楽しみながらＨＵＧ体験】

自主防災組織率

組織数

２７８組織

組織率
８５．９２％

令和４年10月12日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

中
島
町
区
自
主
防
災
組
織
（
牧
野
英
治
会
長
）
は
、

令
和
四
年
十
二
月
十
八
日
（
日
）
中
島
街
区
公
園
に

て
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
地
震
・
津
波
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
中
島
町
で
想
定
さ
れ

る
津
波
浸
水
深
が
最
高
で
１
．
５
ｍ
と
聞
く
と

「
も
っ
と
高
い
津
波
が
来
る
と
思
っ
て
い
た
」
と
話

す
方
も
い
ま
し
た
が
「
津
波
は
低
く
て
も
水
の
勢
い

で
大
人
で
も
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
」
と
説
明
さ
れ
改

め
て
早
期
避
難
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
島
児
童
館
及
び
老
健
あ
た
ご
の
津
波

避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
た
。
避
難
場
所
は
屋
上
で

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
屋
上
ま
で
上
が
り

「
海
が
見
え
る
の
で
津
波
の
状
況
が
確
認
で
き
る
」

「
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
安
心
で
き
る
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。
牧
野
会
長
か
ら
「
現
在
、
中
島
児
童

館
は
津
波
避
難
ビ
ル
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

指
定
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
く
」
と
説
明
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
防
災
推
進
員
か
ら
「
避
難
場
所
を
一

度
で
も
確
認
し
て

い
る
と
、
い
ざ
と

い
う
時
に
避
難
行

動
を
し
や
す
く
な

る
」
と
説
明
さ
れ

意
義
あ
る
訓
練
を

終
了
し
ま
し
た
。

中

島

町

区

防

災

訓

練

【会長による説明】

旭
中
学
校
（
石
川
優
子
校
長
）
は
、
令
和
四
年
十
二

月
十
七
日
（
土
）
同
校
に
て
防
災
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

１
年
生
は
、
通
学
路
を
中
心
に
危
険
箇
所
の
点
検
を

行
い
、
班
ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。
防
災
推
進
員
か
ら

事
前
学
習
で
教
わ
っ
た
ま
ち
歩
き
の
視
点
を
参
考
に
点

検
を
行
い
、
通
学
路
に
潜
む
危
険
箇
所
等
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
年
生
は
、
避
難
所
生
活
す
る
上
で
必
要
な
物
を

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
作
成
し
、
班
ご
と
に
発
表
し
ま
し

た
。
「
ベ
ッ
ド
は
頭
の
方
を
高
く
し
た
」
「
椅
子
は
段

ボ
ー
ル
を
重
ね
て
強
く
し
た
」
な
ど
、
工
夫
し
た
点
を

発
表
し
ま
し
た
。
防
災
推
進
員
か
ら
「
郵
便
ポ
ス
ト
や

表
札
、
観
葉
植
物
の
作
成
は
、
大
人
で
は
発
想
で
き
な

い
柔
軟
な
考
え
で
す
」
と
講
評
を
受
け
ま
し
た
。

３
年
生
は
、
宮
崎
県
防
災
士
Ｎ
Ｗ
延
岡
支
部
（
高
橋

英
俊
支
部
長
）
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
学
習
を
通
じ
、
生
徒
の
防
災
に
対
す
る
理

解
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

旭
中
学
校
地
域
防
災
学
習

【老健あたご屋上】

【防災まち歩き】

【段ボールテーブル、ベッド】

延

岡

市

消

防

出

初

式

新
春
恒
例
の
延
岡
市
消
防
出
初
式
が
令
和
五
年
一

月
八
日
（
日
）
４
箇
所
の
会
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

延
岡
会
場
は
、
東
浜
砂
町
妙
田
緑
地
公
園
に
お
い

て
午
前
８
時
か
ら
消
防
本
部
・
署
、
消
防
団
第
１
支

団
か
ら
第
３
支
団
員
約
４
０
０
名
が
参
加
し
、
点
検

長
で
あ
る
読
谷
山
洋
司
市
長
の
点
検
開
始
宣
言
後
、

通
常
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
常
点
検
後
、
鷺
島
橋
下
流
河
川
敷
に
お
い
て
消

防
団
車
両
２
５
台
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
多

く
の
方
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

次
に
徒
歩
部
隊
・
車
両
部
隊
の
順
で
分
列
行
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【消防団車両による一斉放水】

【徒歩部隊・車両部隊による分列行進】



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７

防災訓練

２

沖

田

２

区

防

災

訓

練

【職員より説明を受けてます】

●若年層の防災意識向上に
関する取り組み

日程等、１月下旬決定

●延岡市防災フェスタ
２月２６日（日）
午前１０時～
文化センター駐車場

☆自主防災組織
防災資機材交付式

２月１７日（金）
午後 １時３０分～
社会教育センター

北
浦
地
区
区
長
会
防
災
講
話

北
浦
地
区
区
長
会
（
松
本
義
文
会
長
）
は
、
令
和

四
年
十
二
月
十
五
日
（
木
）
に
延
岡
市
民
協
働
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
延
岡
市
自
主
防
災
組
織
の
結
成

状
況
や
活
動
内
容
の
説
明
に
続
き
三
川
内
小
学
校
・

北
浦
小
学
校
の
防
災
学
習
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、

普
段
か
ら
地
域
で
協
力
し
合
う
事
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
防
災
訓
練
及
び
防
災
講
話
の
開
催
に
つ
い

て
案
内
を
受
け
て
終
了
し
ま
し
た
。

市
町
村
危
機
管
理
・

消
防
保
安
主
管
課
担
当
者
会
議

令
和
四
年
十
二
月
二
日
（
金
）
に
宮
崎
県
庁
防
災

庁
舎
に
て
市
町
村
危
機
管
理
・
消
防
保
安
主
管
課
担

当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
崎
県
内
各
市
町
村
担
当
者
が
集
ま
り
、
延
岡
市

か
ら
は
、
危
機
管
理
課
黒
木
慎
主
任
・
警
防
係
片
伯

部
主
任
及
び
濱
方
防
災
推
進
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

危
機
管
理
局
危
機
管
理
課
よ
り

災
害
救
助
法
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
台
風
１
４
号
の
際
の

成
果
と
課
題
な
ど
の
事
例
に
つ
い

て
も
共
有
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

黒
木
慎
主
任
か
ら
延
岡
市
の
災

害
救
助
法
適
用
事
例
や
被
害
状
況

な
ど
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
片
伯
部
主
任
が
延
岡

市
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
結
成
率
の
向
上

へ
の
取
り
組
み
は
？
」
「
若
年
層

へ
の
働
き
か
け
は
？
」
な
ど
の
質

問
を
受
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
延
岡
女
性
部
伊
形
支
部
防
災
講
話

Ｊ
Ａ
延
岡
女
性
部
伊
形
支
部
（
甲
斐
支
部
長
）
は
、

令
和
四
年
十
二
月
十
三
日
（
火
）
に
ま
ち
歩
き
を
兼

ね
た
清
掃
活
動
の
後
に
Ａ
コ
ー
プ
一
ヶ
岡
店
会
議
室

で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に

災
害
リ
ス
ク
の
確
認
及
び
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
避

難
す
る
場
所
が
違
う
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
非

常
用
持
出
袋
に
入
れ
る
も
の
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【多くの参加者がありました】

【危機管理課黒木慎主任】

沖
田
２
区
自
主
防
災
組
織
（
栁
田
光
一
会
長
）
は
、

令
和
四
年
十
二
月
十
日
（
土
）
に
沖
田
第
２
街
区
公

園
に
て
、
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

栁
田
会
長
か
ら
「
災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
、
普
段
か
ら
の
備
え
を
し
っ
か
り
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
の
後
、
防
災
推
進
員
よ
り
台
風
１

４
号
に
お
け
る
延
岡
市
の
取
り
組
み
や
上
流
で
降
っ

た
雨
が
延
岡
市
に
到
達
す
る
時
系
列
及
び
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
上
、
沖
田
２
区
の
一
部
が
津
波
・
洪
水
の
浸

水
エ
リ
ア
に
該
当
す
る
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
水
消
火
器
を
使
用
し
た

初
期
消
火
訓
練
と
煙
体
験
ハ
ウ

ス
を
使
用
し
て
、
火
災
発
生
時

の
避
難
行
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
思
っ
て
た
以
上
に
前
が
見
え

な
い
」
「
本
当
の
火
災
を
思
う

と
良
い
機
会
だ
っ
た
」
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
有
効
」
な
ど

の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

【警防係片伯部主任】

＊
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。


